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ス
ピ
ー
デ
ィ
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
各
種

施
策
を
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
」
し
、
総
合
的
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
主
要
施
策
を
効
果
的
に
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

各
重
点
施
策
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
成
果
が
上
が
っ

た
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
重
点
施
策
以
外
に
つ
い
て
も
、
懸
案
で
あ
っ

た
里
美
南
部
・
水
府
北
部

の
簡
易
水
道
統
合
事
業
と

簡
易
水
道
料
金
等
の
統
一

に
向
け
た
条
例
改
正
案

を
、
昨
年
12
月
議
会
定
例

会
に
お
い
て
可
決
い
た
だ

く
な
ど
、
大
き
な
進
展
を

見
せ
た
と
こ
ろ
で
す
。

引
き
続
き
、
公
共
施
設

の
再
配
置
を
進
め
る
と
と

第
１
回
定
例
会

第
１
回
定
例
会

■
市
政
運
営
の
基
本
方
針

本
市
で
は
、
現
在
、「
持
続
可
能
な
魅
力
溢
れ
る
ふ

る
さ
と
常
陸
太
田
」
の
実
現
を
目
指
し
、
４
つ
の
重
点

項
目
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
及
び
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
組
み
を
強
力
に
推
進
し
て
い

ま
す
。

昨
年
は
、
市
制
施
行
70
周
年
・
合
併
20
周
年
と
い
う

節
目
の
年
を
、
記
念
式
典
や
太
田
ま
つ
り
、
花
火
大
会

な
ど
、
１
年
を
通
し
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
お
祝
い
し
ま
し
た
。
こ
の
節
目

の
年
を
本
市
再
生
の
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
過
去
を
振

り
返
り
現
在
を
見
つ
め
直
し
、
未
来
の
常
陸
太
田
を
創

造
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
行
動
を
起
こ
す

き
っ
か
け
の
年
と
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

事
業
の
実
施
に
際
し
て
は
、
重
点
分
野
は
着
実
か
つ

も
に
、「
水
道
事
業
の
今
後
の
在
り
方
」、「
第
三
セ
ク

タ
ー
統
合
」
な
ど
の
課
題
解
決
に
取
組
み
、
次
の
世
代

に
確
実
に
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て

参
り
ま
す
。

■
提
案
理
由
説
明
（
要
旨
）

第
１
回
定
例
会
（
３
月
４
日
か
ら
24
日
）
は
、
専
決

処
分
の
報
告
・
承
認
８
件
、
条
例
の
制
定
１
件
、
条
例

の
一
部
改
正
11
件
、
関
係
条
例
の
整
理
３
件
、
条
例
の

廃
止
１
件
、
市
道
路
線
の
廃
止
・
変
更
・
認
定
そ
れ
ぞ

れ
１
件
、
茨
城
消
防
救
急
無
線
・
指
令
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
規
約
の
一
部
変
更
１
件
、
市
有
財
産
の
無
償
貸

付
け
１
件
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
６
件
、
令
和
７
年

度
当
初
予
算
８
件
、
合
わ
せ
て
43
件
で
す
。

な
お
、
議
会
最
終
日
に
、
人
事
案
件
及
び
応
札
の
状

況
に
よ
り
新
総
合
体
育
館
新
築
工
事
請
負
契
約
を
追
加

提
案
す
る
予
定
で
す
。

議
長
あ
い
さ
つ

私
ど
も
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
う
議
事
機
関
と
し
て
、
議
会
基
本
条
例
を
遵
守
し
、
議

会
改
革
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の

付
託
に
応
え
、
よ
り
信
頼
さ
れ
る
議
会
と
な
る
た
め
鋭
意
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
７
年
度
の
「
常
陸
太
田
市
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
に

あ
た
り
議
会
を
代
表
し
て
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
議
会
に
対
す
る
深
い
ご

理
解
と
市
政
に
対
す
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

３
月
の
第
１
回
定
例
会
で
は
、
令
和
７
年
度
各
会
計
予
算

や
提
出
議
案
な
ど
計
66
件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
６
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
市
長
の
政

治
姿
勢
や
防
災
、
教
育
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

高星　勝幸　議長
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■令和７年度予算の概要
　令和７年度一般会計予算は、対前年比 6.5％減の 294 億 5,500 万円で、特別会計、公営企業会計を合わせると
前年度比 3.7％減の 472 億 188 万 6 千円となります。

令和７年度の主な事業を紹介します。

令和 7 年度予算総額令和 7 年度予算総額

472 億 188 万 6 千円472 億 188 万 6 千円

令 和 7 年令 和 7 年

第１回定例会第１回定例会

健康で快適な市民生活の実現

●長生きじょうづるさん健康ポイント付与　�������������� 125万円
　県のいばらきヘルスケアポイント事業に参加する市民に対して、市独自のデジタル
ポイントを付与し、健康づくり活動を推進
●新総合体育館整備事業　������������������� 17億1,436万円
　スポーツ活動の中心拠点として、すべての人が気軽にスポーツを楽しめる場として
新総合体育館を整備（継続費：令和６年度～令和９年度）

安全安心なまちづくり

― 令和７年度の一般会計主要事業 ―

●河川維持及び内水対策　������������������ 7,876万円
　排水ポンプ車を安全に活動させるために源氏川堤防改良舗装工事を実施、内
水浸水想定区域図に基づく内水ハザードマップの作成
●公共交通対策　�������������������� 3億6,307万円
　東部地区及び住宅地などで自動運転EVバスを運行、予約型AI乗合タクシー
の車両数を増加、高齢者（75歳以上）の路線バス利用者に利用料金の半額を補助

少子化・人口減少対策

●結婚推進　������������������������ 1,272万円
　独身女性向けワークショップの開催、民間結婚相談所と連携した一年成婚事
業の実施、結婚相談センターの運営及び入会用写真代助成
●学びのじょうづるさんパスポート　�������������� 224万円
　市内小中学生が県内の教育、文化施設等を利用した際に、利用料金の一部を
デジタル通貨ポイントで還元

活力ある産業づくり

●常陸秋そばリブランド推進事業　��������������� 50万円
　常陸秋そばリブランド推進協議会を新設し、混じり気のない「発祥の地のそば
粉」として都内高級レストラン等へPRするなどの販売戦略、販路拡大等を推進
●メープルリーフの森づくり　����������������� 518万円 
　市民参加によるサトウカエデ等の植樹事業を民間企業と連携して実施

画面イメージ
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第
１
回
定
例
会
議
案
賛
否
一
覧

△
全
会
一
致
で
可
決
・
同
意
し
た
議
案
▽

議　

案　

名

付
託
委
員
会

議
決
結
果

報
告
第
８
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和

６
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）） 

本
会
議

原
案
承
認

議
案
第
２
号

常
陸
太
田
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

総

務

原
案
可
決

議
案
第
３
号

常
陸
太
田
市
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

改
正
に
つ
い
て 

総

務

原
案
可
決

議
案
第
４
号

常
陸
太
田
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
５
号

常
陸
太
田
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
７
号

常
陸
太
田
市
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て
等
の
規

制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
８
号 

常
陸
太
田
市
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条

例
及
び
常
陸
太
田
市
企
業
等
立
地
促
進
条
例
の
特
例

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
９
号 

常
陸
太
田
市
都
市
公
園
移
動
等
円
滑
化
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 
産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
10
号

常
陸
太
田
市
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
11
号 

常
陸
太
田
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

総

務

原
案
可
決

議
案
第
12
号

常
陸
太
田
市
運
動
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
13
号 

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
つ
い
て 

総

務

原
案
可
決

議
案
第
15
号

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
つ
い
て 

総

務

原
案
可
決

議
案
第
16
号

常
陸
太
田
市
水
府
竜
神
ふ
る
さ
と
村
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
17
号

常
陸
太
田
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
18
号

常
陸
太
田
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
19
号

常
陸
太
田
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
20
号

茨
城
消
防
救
急
無
線
・
指
令
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

を
組
織
す
る
構
成
団
体
の
数
の
増
加
及
び
茨
城
消
防

救
急
無
線
・
指
令
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
規
約
の
一

部
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て 

総　
　

務

原
案
可
決

議
案
第
21
号

市
有
財
産
の
無
償
貸
付
け
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
22
号

令
和
６
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

８
号
）
に
つ
い
て 

総　
　

務

原
案
可
決

議
案
第
23
号

令
和
６
年
度
常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
24
号

令
和
６
年
度
常
陸
太
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
25
号

令
和
６
年
度
常
陸
太
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
26
号

令
和
６
年
度
常
陸
太
田
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
27
号

令
和
６
年
度
常
陸
太
田
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
32
号

令
和
７
年
度
常
陸
太
田
市
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ

い
て 

予
算
特
別

原
案
可
決

議
案
第
33
号

令
和
７
年
度
常
陸
太
田
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計
予

算
に
つ
い
て 

予
算
特
別

原
案
可
決

議
案
第
34
号

令
和
７
年
度
常
陸
太
田
市
簡
易
水
道
事
業
会
計
予
算

に
つ
い
て 

予
算
特
別

原
案
可
決

議
案
第
35
号

令
和
７
年
度
常
陸
太
田
市
下
水
道
事
業
等
会
計
予
算

に
つ
い
て 

予
算
特
別

原
案
可
決

議
案
第
37
号

常
陸
太
田
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て 

本
会
議

原
案
同
意

議
案
第
38
号

常
陸
太
田
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

本
会
議

原
案
同
意

議
案
第
39
号

常
陸
太
田
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て 

本
会
議

原
案
同
意

議
案
第
40
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て 

本
会
議

原
案
同
意

議
案
第
41
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て 

本
会
議

原
案
同
意
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議
案
第
42
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議

原
案
同
意

議
案
第
43
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議

原
案
同
意

議
案
第
44
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議

原
案
同
意

議
案
第
45
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議 

原
案
同
意

議
案
第
46
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議 

原
案
同
意

議
案
第
47
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議

原
案
同
意

議
案
第
48
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議

原
案
同
意

議
案
第
49
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議

原
案
同
意

議
案
第
50
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議

原
案
同
意

議
案
第
51
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議 

原
案
同
意

議
案
第
52
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議 

原
案
同
意

議
案
第
53
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議 

原
案
同
意

議
案
第
54
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議 

原
案
同
意

議
案
第
55
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議 

原
案
同
意

議
案
第
56
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議 

原
案
同
意

議
案
第
57
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議 

原
案
同
意

議
案
第
58
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議 

原
案
同
意

所
管
事
務
調
査
及
び
閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

　

４
件
（
議
会
運
営
委
員
会
、総
務
委
員
会
、文
教
民
生
委
員
会
、産
業
建
設
委
員
会
） 

原
案
可
決

△
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
▽

議　

案　

名　

付　

託

委
員
会

審
査
結
果

宇野　隆子
髙木　　将
茅根　　猛
成井小太郎
高星　勝幸
深谷　秀峰
益子　慎哉
平山　晶邦
深谷　　渉
藤田　謙二
菊池　勝美
小室　信隆
森山　一政
鴨志田　悟
根本　　仁

議
決
結
果

議
案
第
１
号

常
陸
太
田
市
予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委
員
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

文
教
民
生
原
案
可
決
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
可
決

議
案
第
６
号

常
陸
太
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
等
に
係
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

文
教
民
生
原
案
可
決
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
可
決

議
案
第
14
号

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上

並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成

基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
つ
い
て 
総　
　

務
原
案
可
決
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
可
決

議
案
第
28
号

令
和
７
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て 
予
算
特
別
原
案
可
決
×
×
○
○
○
×
×
○
○
○
○
○
×
○
×
原
案
可
決

議
案
第
29
号

令
和
７
年
度
常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て 

予
算
特
別
原
案
可
決
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
可
決

議
案
第
30
号

令
和
７
年
度
常
陸
太
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て 

予
算
特
別
原
案
可
決
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
可
決

議
案
第
31
号

令
和
７
年
度
常
陸
太
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て 

予
算
特
別
原
案
可
決
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
可
決

議
案
第
36
号

常
陸
太
田
市
新
総
合
体
育
館
新
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

本
会
議
原
案
可
決
×
×
○
○
○
×
×
○
○
○
○
○
×
○
×
原
案
可
決

　
【
○
：
賛
成　

×
：
反
対　

欠
：
欠
席
】

　

※
議
長
の
表
決
権
：
過
半
数
議
決
の
場
合
、
議
長
に
は
表
決
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
賛
成
・
反
対
が
同
数
の
場
合
、
可
決
か
否
決
か
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
裁
決
権
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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議　案　質　疑

議案質疑とは、本会議での議案の説明だけではわからないことを質問する行為のことです。

議案第４号　常陸太田市手数料条例の一部改正について  

議案第 22 号　令和６年度常陸太田市一般会計補正予算（第８号）について 

（茨城県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例の一部を改正する条例（令和６年茨城県条
例第 74 号）が令和６年 12 月 19 日に公布され、令和７年４月１日から施行されることに伴い、本条例
の一部改正を行うもの）

（歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 10 億 750 万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出
それぞれ 320 億 5,266 万 9 千円とするもの）

問１

問２

問１

問２

問３

茨城県知事の権限に属する事務処理の特例に関する条例の一部を改正する条例に伴って、常陸太田
市手数料条例の一部改正を行う背景について伺いたい。 

過去３年間の面積 1,000 平方メートル以上の大規模開発許可件数及び盛土規制法の規定に基づく
中間検査が必要な大規模開発許可件数について伺いたい。

自衛官募集事務受託事業普通旅費の使途について伺いたい。

高齢者定期予防接種委託料 6,119 万 3 千円の減額の理由について伺いたい。

令和５年度と比較し、接種率が極端に低い状況に対する所見について伺いたい。

答１

答２

答１

答２

答３

令和３年７月、静岡県熱海市で盛土の崩落による大規模災害が発生したこと等を受け、旧宅地造成
等規制法が改正され、「宅地造成及び特定盛土等規制法」いわゆる「盛土規制法」に改められると
ともに、土地の用途にかかわらず、危険な盛土等に対し包括的な規制が行われることとなる。「盛
土規制法」に基づく許可等は県が行うが、権限移譲により「都市計画法」に基づく開発許可を受け
た場合、「盛土規制法」に基づく許可を受けたものとみなされることから、審査手数料を追加する。

過去３年間の面積 1,000 平方メートル以上の大規模な開発許可件数は９件、盛土規制法に基づく中
間検査が必要な規模の案件は０件だった。

自衛官募集事務に係る会議出席や研修参加に要する費用として、県外での開催や宿泊を伴う場合を
見込んで計上している。令和６年度は、県内で開催された担当者会議等への出席と、自衛官募集相
談員を含む市自衛隊家族会の視察研修を市有バスによる日帰り研修としたことから、旅費が不用と
なり減額補正をするものである。

新型コロナウイルスワクチンの高齢者定期接種委託においては、国の補助金額の確定を受け、９
月議会で補正予算を計上している。その際、接種対象者の接種率を令和５年度の実績 55.4％から
60％と見込み計上したが、令和７年１月末現在の接種率が 24.9％、接種人数は 4,857 人であった
ことから、２月末までの接種率を 30％と見込み、減額を行った。

令和５年度まで、予防接種法上、特例臨時接種に位置付けられていたことから、接種について努力
義務があり、国からの積極的な接種勧奨が行われ、接種費用も全額公費で賄われ、無料で接種を受
けることができた。しかし、定期予防接種のＢ類疾病に変更されたことにより、国からの接種勧奨
等はなく、費用も一定の負担を頂くこととなったことで、接種への意識の変化が生じたのではない
かと推察される。なお、近隣市町と比べ、本市の接種率が低い状況にないことも確認している。
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宮
田
市
長
は
、
令
和
３
年
５

月
に
就
任
さ
れ
、
第
６
次
総

合
計
画
に
掲
げ
る
「
幸
せ
を
感
じ
、
暮

ら
し
続
け
た
い
と
思
う
ま
ち　

常
陸
太

田
」
の
実
現
を
目
指
し
、
市
政
運
営
に

４
つ
の
重
点
項
目
を
掲
げ
、
各
種
施
策

の
具
現
化
に
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も

に
、
大
久
保
前
市
長
か
ら
引
き
継
い
だ

新
総
合
体
育
館
建
設
、
市
道
０
１
３
９

号
線
整
備
、
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業

の
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
き
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
市
制
施
行
70
周
年
、

住
宅
に
つ
い
て
は
、
支
援
可
能
な
棟
数

や
搬
送
に
要
す
る
時
間
な
ど
の
即
時
対

応
力
に
つ
い
て
検
証
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

　

今
後
、
提
供
可
能
な
企
業
や
団
体
の

把
握
、
さ
ら
に
は
、
既
に
災
害
協
定
を

締
結
し
て
い
る
県
内
20
の
自
治
体
に
支

援
や
連
携
内
容
を
確
認
す
る
な
ど
し
、

災
害
協
定
の
締
結
を
検
討
し
て
い
く
。

学
校
図
書
館
の
現
状
は
、「
古

い
本
ば
か
り
で
、
読
み
た
い

本
が
無
い
」「
読
み
物
中
心
で
、
授
業

に
活
用
で
き
な
い
」
と
の
意
見
が
多
数

あ
る
。
こ
れ
は
、
図
書
標
準
が
蔵
書
数

だ
け
を
求
め
て
き
た
た
め
廃
棄
が
進
ま

な
か
っ
た
こ
と
、
文
学
の
蔵
書
割
合
が
非

常
に
高
く
学
習
に
役
立
つ
図
書
が
少
な

い
こ
と
が
要
因
と
考
え
る
。
図
書
館
に

お
け
る
読
書・
学
習・情
報
の
各
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
役
割
を
意
識
し
て
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
。
ご
所
見
を
伺
い
た
い
。

教
育
長　

現
在
、
図
書
廃
棄

規
準
に
従
っ
て
、
令
和
４
年

災
害
時
の
応
急
仮
設
住
宅
の

供
給
と
し
て
は
、
既
存
の
民

間
賃
貸
住
宅
を
借
り
上
げ
て
提
供
す
る

「
賃
貸
型
」、
プ
レ
ハ
ブ
や
木
造
な
ど
現

地
に
施
工
す
る
「
建
設
型
」
が
あ
る
。

そ
こ
に
も
う
ひ
と
つ
の
手
法
と
し
て

ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
を
提
供
す
る
団
体

と
協
定
を
結
び
災
害
に
備
え
る
こ
と
に

つ
い
て
ご
所
見
を
伺
い
た
い
。

  

総
務
部
長　

ム
ー
ビ
ン
グ
ハ

ウ
ス
を
活
用
し
た
応
急
仮
設

合
併
20
周
年
の
節
目
に
は
、記
念
式
典
、

太
田
ま
つ
り
、
花
火
大
会
な
ど
、
多
く

の
市
民
が
参
加
し
、
記
憶
に
残
る
記
念

行
事
を
開
催
さ
れ
、
就
任
以
来
、
地
域

の
行
事
や
各
種
団
体
の
会
合
に
も
積
極

的
に
出
席
、
参
加
さ
れ
、
市
民
や
業
界

団
体
の
皆
様
と
の
対
話
や
触
れ
合
い
を

大
切
に
し
、
数
々
の
実
績
を
積
み
重
ね

て
こ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
４
年
間
に
お
け
る
市
政

の
成
果
、実
績
を
ど
の
よ
う
に
判
断
し
、

今
後
の
市
長
選
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。　
　
　

問１

【成井 小太郎 議員　質問事項】
●市長の政治姿勢について

市
長　

私
は
、
市
政
の
最
大

の
目
的
は
、
市
民
の
命
と
健

康
を
守
り
、
市
民
が
笑
顔
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
生
活
の
実
現
に
向
け
、
先
哲

が
培
っ
て
き
た
歴
史
や
文
化
、
産
業
な

ど
を
確
実
に
次
の
世
代
に
つ
な
げ
、
未

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
前
市
長
よ
り
引
き
継
い
だ
今
後
の

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
礎
と
な
る
３
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
着
実
な
推
進
、
並

び
に
私
が
市
長
就
任
時
に
掲
げ
た
４
つ

の
重
点
施
策
の
推
進
に
全
力
を
注
ぐ
と

と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推
進
に
も
取
り
組
ん

で
き
た
。
こ
れ
ら
は
概
ね
一
定
の
成
果

を
得
ら
れ
た
も
の
と
認
識
を
し
て
い
る

が
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
点
は
非
常
に
残
念

に
思
う
。

　

今
後
は
、
今
期
任
期
満
了
を
も
っ
て

引
退
し
、「
持
続
可
能
な
魅
力
あ
ふ
れ

る
ふ
る
さ
と
常
陸
太
田
」
の
実
現
を
、

次
期
市
長
へ
と
バ
ト
ン
を
繋
い
で
い
く

考
え
で
あ
る
。

【深谷　渉 議員　質問事項】
●防災対策について　●防災協定について
●学校図書館について
●カスタマーハラスメントについて

問１

問１

こ
れ
ま
で
の
市
政
の
成
果
・
実
績
、
及
び
次
期
市
長
選
挙
へ
の
考
え
は 

答１

答２

か
ら
５
年
に
か
け
図
書
廃
棄
を
し
、
全

蔵
書
に
対
し
て
小
学
校
10
％
、
中
学
校

９
％
の
廃
棄
率
と
な
っ
て
い
る
。
文
科

省
で
は
、
学
校
図
書
館
を
め
ぐ
る
現
状

と
課
題
を
踏
ま
え
、
学
校
図
書
館
の
整

備
充
実
を
図
る
た
め
、「
学
校
図
書
館

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
定
め
、
運
営
上
の

重
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
望
ま
し
い
在

り
方
を
示
し
て
い
る
。
各
学
校
で
は
司

書
・
教
員
か
ら
な
る
組
織
を
設
け
、
各

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る

よ
う
工
夫
を
し
て
い
る
。

問１

災
害
時
に
お
け
る
応
急
仮
設
住
宅
の
多
角
的
な
確
保
対
策
を 

問２

学
校
図
書
館
の
役
割
と
児
童
・
生
徒
の
読
書
環
境
改
善
に
つ
い
て

成井小太郎 
議員

深谷　渉
議員

答１

問２

7

一 般 質 問　　



貸
出
数
を
上
回
り
、
電
子
図
書
館
の
利

用
状
況
は
令
和
６
年
度
に
貸
出
利
用
数

を
２
件
か
ら
５
件
に
増
や
し
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
２
月
末
日
現
在
５
３
０
０
件

の
利
用
状
況
で
あ
る
。

　

特
色
あ
る
図
書
館
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
赤
ち
ゃ
ん
が
絵
本
に
触
れ
る
機
会

を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
、
乳
児
相
談
時

に
絵
本
２
冊
と
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
の
贈
呈

及
び
親
子
に
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い

る
。

を
進
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
食
料

に
つ
い
て
は
３
日
分
２
万
１
６
０
０
食

を
備
蓄
し
、
こ
の
う
ち
８
６
０
０
食
に

つ
い
て
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
有

す
る
避
難
者
に
配
慮
し
た
非
常
食
を
用

意
し
て
い
る
。 

　

災
害
用
ト
イ
レ
は
、
避
難
所
等
に
設

置
す
る
仮
設
ト
イ
レ
10
基
の
ほ
か
、
必

要
に
応
じ
て
災
害
協
定
を
締
結
し
て
い

る
業
者
か
ら
の
レ
ン
タ
ル
な
ど
に
よ
っ

て
対
応
す
る
。
ま
た
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
を
道
の
駅
に
５
基
、
新
総
合
体
育

館
に
も
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。 

公
立
図
書
館
は
、
誰
で
も
利

用
で
き
る
開
か
れ
た
図
書
館

の
コ
ン
セ
プ
ト
の
上
、
市
民
の
様
々
な

要
求
に
応
え
る
こ
と
を
基
本
に
、
市
民

の
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
り
う
る
新
た

な
運
営
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
と
考
え

る
。

　

そ
こ
で
、
本
市
の
市
立
図
書
館
の
運

営
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
部
長　

図
書
資
料
の
個

人
貸
出
は
令
和
５
年
度
は

15
万
２
１
３
８
冊
と
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
、

国
は
狭
い
空
間
の
中
で
す
し

詰
め
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
避
難
所
を

根
本
的
に
見
直
し
、
人
が
人
ら
し
く

生
活
で
き
る
避
難
所
を
目
指
す
と
し

た
。
そ
こ
で
、
本
市
の
避
難
所
の
生
活

環
境
の
確
保
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。  

総
務
部
長　

避
難
所
の
生
活

環
境
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

茨
城
県
の
備
蓄
方
針
に
基
づ
き
発
災
後

３
日
間
を
公
的
支
援
す
る
こ
と
を
目
標

値
と
し
て
必
要
な
備
蓄
品
な
ど
の
整
備

鴨志田　悟
議員

【鴨志田 悟 議員　質問事項】
●避難所の生活環境の確保について 
●市立図書館の運営について 

問１

新
基
準
に
よ
る
避
難
所
の
災
害
用
ト
イ
レ
な
ど
の
備
蓄
品
の
整
備
を

問２

誰
で
も
利
用
で
き
る
開
か
れ
た
市
立
図
書
館
の
運
営
は

答１

答２

問１

市
は
町
会
の
現
状
を
把
握
す

る
た
め
、「
町
会
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
、
昨
年

11
月
に
「
町
会
等
へ
の
現
状
等
調
査
に

係
る
集
計
結
果
報
告
書
」を
ま
と
め
た
。

こ
の
報
告
書
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
を

市
行
政
と
し
て
分
析
し
、
各
町
会
が
抱

え
る
課
題
・
問
題
を
抽
出
し
て
、
そ
れ

を
今
後
の
町
会
の
在
り
方
に
つ
な
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
取
り
ま

と
め
た
結
果
の
考
察
と
町
会
世
帯
数
の

現
状
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
を
今
後
ど

の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
の
か
、ま
た
、 

行
政
協
力
員
制
度
の
在
り
方
を
ど
う
考

え
る
の
か
伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長　

町
会
役
員

や
住
民
の
高
齢
化
、
町
会
活

動
に
対
す
る
意
識
の
希
薄
化
、
行
政
協

力
員
の
負
担
の
重
さ
、
町
会
世
帯
の
減

少
な
ど
に
よ
り
、
各
種
委
員
の
選
出
や

担
い
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
広
報
紙
な
ど
の
回
覧
板
を
回

す
こ
と
も
大
変
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

い
う
事
例
も
把
握
し
た
。

　

町
会
世
帯
数
は
、
30
世
帯
未
満
が

問１

【平山 晶邦 議員　質問事項】
●今後の町会の在り方について  

７
町
会
、
30
～
50
世
帯
未
満
が
19
町

会
、
50
～
１
０
０
世
帯
未
満
が
37
町

会
、
１
０
０
～
２
０
０
世
帯
未
満
が
41

町
会
、
２
０
０
～
３
０
０
世
帯
未
満
が

12
町
会
、
３
０
０
世
帯
以
上
が
８
町
会

と
な
っ
て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
等
は
、
町
会
と

か
か
わ
り
の
深
い
庁
内
15
課
と
会
議
を

開
き
、課
題
等
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
共
通
認
識
を

図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
引
き
続
き
、

把
握
し
た
課
題
等
に
つ
い
て
は
、
組
織

横
断
的
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

市
行
政
の
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
町
会
が
、
今
後
も
活
動
を
継
続
し
て

い
け
る
よ
う
、町
会
の
人
口
や
世
帯
数
、

地
域
特
性
等
も
考
慮
し
、
必
要
な
支
援

を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
町
会
に
は
、

行
政
協
力
員
制
度
の
担
い
手
と
し
て
、

市
行
政
の
様
々
な
業
務
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
業
務
の
効
率

化
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

答１

平山　晶邦
議員

問２

問１

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
今
後
の
町
会
の
在
り
方
は
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に
、
約
15
億
円
の
乖
離
が
あ
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
伺
い
た
い
。

　

市
長　

請
け
負
っ
た
設
計
会

社
と
の
契
約
完
了
よ
り
、
入

札
実
施
ま
で
の
４
カ
月
の
間
に
お
い

て
、
急
激
な
物
価
高
騰
や
資
材
高
騰
及

び
働
き
方
改
革
等
に
よ
り
、資
材
費
１
・

１
倍
、
人
件
費
１
・
５
倍
と
な
っ
た
結

果
で
あ
る
。計

画
見
直
し
中
に
、
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
公
式
試
合
誘
致
の
前

提
が
崩
れ
た
現
況
下
で
、
サ
ブ
ア
リ
ー

ナ
建
設
の
是
非
に
つ
い
て
の
議
論
は
な

か
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

教
育
部
長　

昨
年
９
月
議
会

に
お
い
て
、
市
長
か
ら
体
育

館
の
形
や
機
能
は
変
え
ず
に
、
内
容
を

変
更
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
旨
を
答

弁
し
た
。

　

そ
の
方
針
を
昨
年
11
月
の
全
員
協
議

会
で
説
明
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
12
月

議
会
で
予
算
案
の
承
認
を
受
け
、
手
続

き
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
を
含
め
た
サ
イ
ネ
ー
ジ

の
中
止
、
移
動
観
覧
席
等
の
見
直
し
、

競
技
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
範
囲
で

照
明
数
を
再
検
討
し
た
結
果
、
約
７
・

５
億
円
の
減
額
を
見
込
ん
だ
。

　

し
か
し
、
物
価
高
騰
や
資
材
の
高
騰

に
よ
り
、
そ
れ
で
も
な
お
前
回
入
札
前

に
議
会
に
示
し
た
額
か
ら
約
７
・
５
億

円
の
増
額
を
、
昨
年
12
月
議
会
に
お
示

し
し
、
承
認
を
得
て
い
る
。

設
計
を
請
け
負
っ
た
企
業
の

提
示
し
た
金
額
と
実
勢
価
格

旧
体
育
館
解
体
費
を
含
む
新

総
合
体
育
館
建
設
費
は
、
当

初
の
額
と
し
て
46
億
円
と
示
さ
れ
た

が
、
今
回
提
示
さ
れ
た
最
終
見
積
額
に

至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
部
長　

令
和
６
年
８
月

１
日
に
実
施
し
た
入
札
に
お

い
て
、応
札
ゼ
ロ
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
原
因
の
究
明
に
努
め
、
結
果
、
実

勢
額
と
約
15
億
円
の
乖
離
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
屋
根
工
法
の
変
更
、
リ

２
月
４
日
、
原
子
炉
の
運
転

や
監
視
を
お
こ
な
う
原
発
の

心
臓
部
・
頭
脳
部
で
あ
る
中
央
制
御
室

制
御
盤
の
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
は
重

大
で
あ
る
。
こ
の
３
年
間
に
11
件
の
火

災
が
発
生
し
て
い
る
が
、
き
わ
め
て
ず

さ
ん
な
安
全
管
理
体
制
で
あ
り
、
原
発

を
運
転
す
る
資
質
が
厳
し
く
問
わ
れ

る
。
東
海
第
二
原
発
は
、
運
転
開
始
か

ら
46
年
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

原
発
で
あ
り
、
圧
力
容
器
の
中
性
子
脆

化
や
交
換
さ
れ
な
い
難
燃
性
ケ
ー
ブ

ル
、
古
い
機
器
が
多
数
存
在
し
、
予
測

の
つ
か
な
い
不
具
合
や
過
酷
事
故
の
危

険
性
が
あ
る
。
現
在
、
東
海
第
二
原
発

は
再
稼
働
に
向
け
て
工
事
を
進
め
て
い

る
が
、
被
災
し
た
原
発
を
再
稼
働
す
る

の
は
異
常
で
あ
る
。
再
稼
働
ス
ト
ッ
プ

に
対
す
る
考
え
を
伺
い
た
い
。 

市
長　

原
電
に
対
し
、
今
回

の
火
災
に
よ
っ
て
、
市
民
に
不

安
を
与
え
た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ

り
、
改
め
て
厳
重
に
注
意
し
た
。
再
稼

働
に
つ
い
て
は
、
総
合
的
に
判
断
す
る
。

問１問１-１

【宇野　隆子 議員　質問事項】
●東海第二原発の再稼働問題について
●物価高騰から市民の暮らし支援について
●平和事業について　●小中学校体育館への空調
設備設置について　●補聴器購入助成制度について

全
国
で
は
補
聴
器
購
入
助
成

の
実
施
自
治
体
数
は
、
こ
の
３

年
間
で
約
８
倍
の
２
８
６
自
治
体
に
広

が
っ
て
い
る
。
県
内
で
も
土
浦
市
、
つ

く
ば
市
、
城
里
町
、
東
海
村
等
の
計
10

市
町
村
で
助
成
を
導
入
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
新
年
度
に
は
利
根
町
で
実
施
を

予
定
し
て
い
る
。
難
聴
高
齢
者
の
早
期

発
見
に
向
け
た
取
り
組
み
と
、
補
聴
器

購
入
費
の
助
成
、
相
談
か
ら
ア
フ
タ
ー

ケ
ア
ま
で
の
補
聴
器
の
適
切
な
利
用
を

支
援
す
る
制
度
を
作
る
こ
と
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

保
健
福
祉
部
長　

早
期
発
見

の
た
め
に
は
、
市
の
健
診
で
聴

力
検
査
を
行
う
こ
と
が
効
果
的
だ
が
、

実
施
に
あ
た
っ
て
は
施
設
・
設
備
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
こ
う
し
た
課
題
を
含

め
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
補
聴
器
の
購
入
助
成
や
支
援

制
度
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
福
祉
計
画

の
策
定
時
に
補
聴
器
の
保
有
状
況
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
ほ

か
、
他
の
自
治
体
の
事
例
を
調
査
し
、

検
討
し
て
い
る
。

問２

答２

答１

問１

東
海
第
二
原
発
の
中
央
制
御
室
で
の
火
災
は
重
大

問２

難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
の
創
設
を 

宇野　隆子
議員

【髙木　将 議員　質問事項】
●新総合体育館建設事業について
●市長 1 期目の市政運営について  

髙木　将
議員

問１

新
総
合
体
育
館
建
設
事
業
に
つ
い
て

答１-１

答１-２

問１-２

問１-３

答１-３
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ま
ち
な
か
定
住
促
進
事
業
の
民
間
賃

貸
住
宅
建
築
助
成
費
の
減
額
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

本
助
成
事
業
に
対
し
て
は
４
件
の
相

談
が
あ
っ
た
が
、
建
設
資
材
の
高
騰
な
ど

に
よ
り
申
請
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も

の
で
あ
る
。
次
年
度
に
つ
い
て
は
、
市
場

の
状
況
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
、
茨
城
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
等

に
対
し
て
、
助
成
事
業
の
活
用
を
Ｐ
Ｒ
し

た
い
。

籍
し
て
い
る
消
防
団
員
に
や
り
が
い
を
持
っ
て

活
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
特
に
、
高
齢

化
が
進
む
地
方
に
お
い
て
は
、
60
歳
以
上

の
シ
ニ
ア
層
の
処
遇
改
善
に
よ
り
消
防
団

員
の
活
躍
を
推
進
し
、
担
い
手
不
足
の
解

消
を
目
的
に
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

正
に
よ
り
、
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
受

験
資
格
と
し
て
、
栄
養
士
免
許
が
不
要
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
該
施
設
に
お
い
て

管
理
栄
養
士
の
み
の
資
格
を
有
す
る
者
を

配
置
し
た
場
合
で
も
、
従
来
の
要
件
を
満

た
す
も
の
と
す
る
改
正
が
行
わ
れ
た
た
め

で
あ
る
。 

議
案
第
25
号　

令
和
６
年
度
常
陸
太

田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

（
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
の

総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
９
７
９
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
64
億
３
３
６ 

万
８
千
円
と
す
る
も
の
）

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改

正
３
件
、
条
例
の
整
理
３
件
、
規
約
の

一
部
変
更
に
関
す
る
協
議
１
件
、
補
正

予
算
１
件
、合
計
８
件
の
審
査
を
行
い
、

付
託
さ
れ
た
７
議
案
を
全
会
一
致
に
よ

り
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
、
１

議
案
を
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。 

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

深
谷　
　

渉

副
委
員
長 

鴨
志
田　

悟

委　
　

員 

茅
根　
　

猛

委　
員　

深
谷　

秀
峰  

　

〃　

 

平
山　

晶
邦

 

答

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

小
室　

信
隆

副
委
員
長 

根
本　
　

仁

委　
　

員 

宇
野　

隆
子

委　
員　

髙
木　
　

将

　

〃　
　

菊
池　

勝
美

文
教
民
生
委
員
会
で
は
、
条
例
の
制

定
１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
４
件
、
市

有
財
産
の
無
償
貸
付
１
件
、
補
正
予
算

３
件
、
合
計
９
件
の
審
査
を
行
い
、
付

託
さ
れ
た
７
議
案
を
全
会
一
致
に
よ
り

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
、
２
議

案
を
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

文
教
民
生
委
員
会

議
案
第
22
号　

令
和
６
年
度
常
陸
太

田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

に
つ
い
て

（
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か 

ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
10
億
７
５
０ 

万
円
を
減
額
し
、
総
額
を
３
２
０
億 

５
２
６
６
万
９
千
円
と
す
る
も
の
）

勤
務
年
数
に「
35
年
以
上
」の
区
分
を

新
た
に
加
え
た
背
景
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

今
回
の
条
例
改
正
は
、
国
の
法
令
改

正
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
国
で
は
、
地
域

防
災
力
の
維
持
の
た
め
に
は
、
新
た
な
消

防
団
員
の
確
保
だ
け
で
は
な
く
、
既
に
在

議
案
第
11
号　

常
陸
太
田
市
非
常
勤

消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

（
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責

任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
６
年

政
令
第
３
９
４
号
）
が
令
和
６
年
12

月
27
日
に
公
布
さ
れ
、
令
和
７
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、本
条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
）

▼
主
な
質
疑
応
答

問答

議
案
第
５
号　

常
陸
太
田
市
家
庭
的

保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

（
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す

る
内
閣
府
令
が
令
和
６
年
11
月
29
日

に
公
布
さ
れ
、
令
和
７
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
本

条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
）

▼
主
な
質
疑
応
答

今
回
の
改
正
で
管
理
栄
養
士
が
追
加

と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

こ
れ
ま
で
管
理
栄
養
士
の
養
成
施
設

の
卒
業
者
が
、
管
理
栄
養
士
の
国
家
試
験

の
受
験
資
格
を
得
る
た
め
に
は
、
都
道
府

県
知
事
か
ら
栄
養
士
免
許
の
交
付
等
を
受

け
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
栄
養
士
法
の
改

答 問

答 問

食
の
自
立
支
援
事
業
委
託
料
４
９
４ 

万
円
の
減
額
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

食
の
自
立
支
援
事
業
委
託
料
に
つ
い

て
は
、
週
４
回
を
限
度
と
し
て
夕
食
時
に

食
事
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の

安
否
確
認
を
行
う
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
で

あ
り
、当
初
６
万
食
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

入
院
や
入
所
な
ど
に
よ
る
利
用
中
断
等

で
、１
割
相
当
の
６
１
７
５
食
を
減
食
し
、

５
万
３
８
２
５
食
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

問答
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月　日 議会名 主 な 視 察 項 目

1 月22日（水） 福井県越前市議会 自動運転 EV バスについて

1 月29日（水） 福島県田村市議会 廃校後の学校利活用について

2 月10日（月） 茨城県ひたちなか市議会 常陸太田市議会業務継続計画（議会 BCP）について

産
業
建
設
委
員
会
で
は
、
条
例
の
一

部
改
正
４
件
、
条
例
の
廃
止
１
件
、
市

道
路
線
の
廃
止
１
件
、
市
道
路
線
の
変

更
１
件
、
市
道
路
線
の
認
定
１
件
、
補

正
予
算
２
件
、
合
計
10
件
の
審
査
を
行

い
、
付
託
さ
れ
た
10
議
案
を
全
会
一
致

に
よ
り
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
た
。 産

業
建
設
委
員
会

２月４日、峰山小学校３年生の児
童 65 名の皆さんが授業の一環で市
役所を訪れ、本庁舎４階にある議場
を見学しました。

議場見学では、議長席や議員席な
どに着席し、市議会の実際の雰囲気
を肌で感じました。また、市議会の
役割や仕組みなどについて、クイズ
形式で楽しみながら学びました。

峰山小の児童が議場見学！

行政視察にお越しいただきました

議
案
第
16
号 

常
陸
太
田
市
水
府
竜

神
ふ
る
さ
と
村
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

（
常
陸
太
田
市
水
府
竜
神
ふ
る
さ
と

村
を
用
途
廃
止
す
る
た
め
、
本
条
例

を
廃
止
す
る
も
の
）

▼
主
な
質
疑
応
答

施
設
廃
止
後
は
、
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
予
定
か
伺
い
た
い
。

当
該
施
設
の
敷
地
の
一
部
が
借
地
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
、
地
権
者
等
と

協
議
を
進
め
、
施
設
の
売
却
や
取
り
壊
し

な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
方
向
性
を
検
討
し

て
い
く
。

答 問【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

森
山　

一
政

副
委
員
長 

成
井
小
太
郎

委　
　

員 

高
星　

勝
幸

委　
員　

益
子　

慎
哉  

　

〃　

 

藤
田　

謙
二

 

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
連
合
議
会
議
員
一
般
選
挙
結
果

　

３
月
に
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
行

わ
れ
、
小
室
信
隆
議
員
が
当
選
し
ま

し
た
。

常
陸
太
田
市
選
挙
管
理
委
員

�
及
び
補
充
員
の
選
挙
結
果

令
和
７
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
任

期
が
満
了
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
本

会
議
（
3
月
24
日
）
に
お
い
て
選
挙

が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
当
選
人
が

決
定
し
ま
し
た
。

●
市
選
挙
管
理
委
員

　

植
木　
　

宏 

氏

　

寺
門　

正
夫 

氏

　

古
神　

義
昭 

氏

　

栗
原
あ
き
子 

氏

●
補
充
員

　

平
根　

雅
史 

氏

　

斎
藤　

広
美 

氏

　

荻
津　

一
成 

氏

　

岩
間　

克
則 

氏
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－　主な質疑内容　－

予算特別委員会を開催
－ 令和７年度一般会計・特別会計３件・

企業会計４件を審査 －

常陸太田駅待合室改修工事の内容について  

常陸太田駅待合室改修工事は、太田一高生徒会からの要望を受け、駅舎のコミュニティスペース内に
冷暖房完備の待合スペースを設ける工事である。予定規模は、幅 5.6m、奥行 2.6m、面積約 14.5 ㎡、
高さ約 2.6m、座席数は 15 ～ 20 席程度である。令和７年度は詳細設計及び JR と協議を行い、年度
内に工事が完成する予定である。

答

問

答

問 市道 3183 号線（栄町西山線）の整備内容と事業計画について 

市道 3183 号線（栄町西山線）整備事業は、太田一高入口交差点から太田一
高正門前を通り、太田一高敷地の西端までの延長約 250m にわたって実施す
る予定である。２車線で北側（太田一高側）に歩道を設置し、その幅は 2.0
～ 3.0m を予定している。令和７年度から令和 10 年度までに測量・詳細設計・
用地補償等を実施し、令和 11 年度から工事に着手する予定である。

予算に関する議案第 28 号から議案第 35 号までを審査す
るため、予算特別委員会を３月 10 日に設置した。議長を除
く 14 名の議員が委員に選任され、３月 17 日と 18 日の２日
間にわたり審査を行い、一般会計の総額 294 億 5,500 万円、
特別会計の総額 126 億 9,476 万 2 千円、公営企業会計の総
額 50 億 5,212 万 4 千円、合計 472 億 188 万 6 千円について
審査した。

一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会
計、介護保険特別会計については、賛成多数により原案可決
すべきものと決定。その他４会計については、全会一致によ
り原案可決すべきものと決定した。 予算特別委員会　委 員 長　森山　一政

副委員長　成井小太郎

答

問 男女共同参画プラン策定事業の狙いと具体的な進め方について

令和７年度は、第４次男女共同参画推進計画策定の年であるため、14 名の審議委員を中
心にプランを策定する予定である。また、昨年度は LGBTQ に関する講演会を実施し、
本市で初めて多様性に関する事業を展開したところ、大変好評を得たので、今後は、「男女」
に留まらず、その他の多様な性の要素も盛り込んだプランの策定を進める予定である。

答

問 常陸秋そばリブランド推進協議会の設置概要等について 

発祥の地である本市産「常陸秋そば」の再興と生産振興を図るため、茨城県東京渉
外局と連携し、都内高級レストランへの売り込み等リブランド事業に取り組んでい
る。さらに事業を促進させ、他産地との差別化を図るため、各分野に精通した方を
委員に委嘱し、販売戦略・販路拡大等について提言をいただくため、令和７年度に
常陸秋そばリブランド推進協議会を設置する予定である。
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議会について教えて議会について教えて シリーズ⑪

令和７年第１回市議会定例会　陳情審査結果
陳 情

件　　　　名 提　　　出　　　者 結　果

【陳情第１号】 
時代に即した法整備がなされないため、相続により
基本的人権の侵害やいらぬ経済的負担を強いられて
いる農村出身等子育て世代若者の救済を求める陳情 

山田　健雄 報　告

常陸太田市議会では、現在、議員定数等調査特別委員会を設置し、議員定数及び報酬のあり方について
協議しています。そこで、本市における議員定数の変遷や議員報酬について解説します。本議会だよりの
最後に「常陸太田市議会の議員定数及び報酬等に関する市民アンケート」もございますので、回答へのご
協力をよろしくお願いいたします。

本市の議員定数は、「常陸太田市議会議員の定数を定める条例」で定められており、右の表のとおり、
市町村合併後の平成 18 年度が 26 人、その後複数回の見直しがあり、現在は 17 人となっています。全
国５万人未満の市区における平均議員
定数は 16.8 人※ 1、議員一人当たりの
人口は 1,962 人※ 1 となっています。

本市の議員報酬は、「常陸太田市議
会の議員の議員報酬及び費用弁償に関
する条例」で定められており、平成
12 年以降月額 395,000 円となってお
ります。

（※ 1　出典：県北市議会議長会資料）

議員定数と報酬議員定数と報酬は？は？

【本市における議員定数の変遷】

年度 議員定数 増減数
議員一人当たり

の人口

平成18年度 26 人 2,273 人

平成22年度 22 人 △ 4 人 2,557 人

平成26年度 20 人 △ 2 人 2,648 人

平成30年度 18 人 △ 2 人 2,765 人

令和 4 年度 17 人 △ 1 人 2,745 人

本議会だよりの最終ページにある

「常陸太田市議会の議員定数及び報酬等に関する市民アンケート」「常陸太田市議会の議員定数及び報酬等に関する市民アンケート」
にご回答いただき、皆様のご意見をお聞かせください。ご協力をよろしくお願いいたします。
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議会を傍聴しませんか
６月定例会会期日程（予定）

６月16 日（月）午前 10 時 開会・議案説明
18 日（水）午前 10 時 一般質問
19 日（木）午前 10 時 一般質問
20 日（金）午前 10 時 議案質疑
23 日（月）午前 10 時 総務委員会
24 日（火）午前 10 時 文教民生委員会
25 日（水）午前 10 時 産業建設委員会
30 日（月）午前 10 時 委員長報告 ･ 採決 ･ 閉会

　傍聴される方は、市役所４階議場前

の傍聴受付で所定の用紙に住所、氏名、

年齢を記入し、傍聴券をお受け取りく

ださい。傍聴する際には注意事項をお

守りください。また、常陸太田市議会

では、本会議映像をインターネットで

配信しています。

議会日誌

編 

集 

後 

記

議員辞職のお知らせ
藤田謙二議員と根本仁議員の辞職願が３月

31 日付けで許可されました。

議
会
だ
よ
り
１
８
０
号
で
は
、
令

和
７
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
の
主

な
内
容
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
令

和
７
年
度
の
各
会
計
予
算
（
一
般
会

計
等
８
会
計
）
の
審
議
内
容
な
ど
、

ま
と
め
て
掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

昨
年
は
、
市
制
施
行
70
周
年
・
合

併
20
周
年
を
記
念
し
て
、
い
ろ
ん
な

イ
ベ
ン
ト
等
が
開
催
さ
れ
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
記
憶
と
記
録
に
残
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

今
は
、
殆
ど
の
田
ん
ぼ
で
田
植
え

も
終
わ
り
、
緑
一
色
の
景
色
と
な
り

ま
し
た
。
お
い
し
い
新
米
の
季
節
が

待
ち
遠
し
い
も
の
で
す
。

今
年
は
昨
年
以
上
の
猛
暑
が
予
想

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
体
調
管
理
に
十

分
注
意
し
、
今
年
の
夏
を
元
気
に
乗

り
越
え
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
、
読
み
や
す
い
・
親

し
み
や
す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
を
市

民
の
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
、

広
報
委
員
一
同
編
集
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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１月21日に第１回定例会の会期等につ
いて審議した。２月21日には、第１日の
日程、議案等委員会付託、一般質問・議案
質疑の通告期限及び一般質問の発言方法・
時間制限、付託案件以外の質疑、予算特別
委員会の設置について、３月４日には一般
質問通告者について、３月18日には、最
終日の日程、追加議案、所管事務調査報告
書等について、審議を行った。

議会運営委員会

委員長　益子　慎哉　　副委員長　茅根　　猛
委 員　深谷　　渉　　委 員　小室　信隆
〃 　森山　一政　　 〃 　根本　　仁

1 月21日 議会運営委員会・議員定数等調査特別委員会・全員協議
会・広報委員会・議会改革推進会議

 22日 福井県越前市議会行政視察来市
 23日 茨城県市議会議長会定例会
 27日 県北市議会議長会研修視察（27日～ 28日）
 29日 福島県田村市議会行政視察来市
2 月 3 日 市議会災害対策委員会情報伝達訓練・広報委員会
 6 日 市議会議員共済会第129回代議員会
 10日 議会改革推進会議・茨城県ひたちなか市議会行政視察来市
 14日 茨城県市議会議長会第 2 回議員研修会
 18日 文教民生委員会協議会
 21日 議会運営委員会・新年度予算概要説明・全員協議会・議

員定数等調査特別委員会・政治倫理条例調査特別委員会・
議会改革推進会議

3 月 4 日 本会議（開会・議案説明）・議会運営委員会
 6 日 本会議（一般質問）
 10日 本会議（議案質疑）・予算特別委員会・総務委員会協議

会・文教民生委員会協議会・産業建設委員会協議会・議
会改革推進会議

 11日 総務委員会・総務委員会所管事務調査
 12日 文教民生委員会
 13日 産業建設委員会
 17日 予算特別委員会
 18日 議会改革推進会議・予算特別委員会・議会運営委員会・

全員協議会・議員定数等調査特別委員会
 24日 本会議（委員長報告・採決・閉会）
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常常陸陸太太田田市市議議会会のの議議員員定定数数及及びび報報酬酬等等にに関関すするる
市市民民アアンンケケーートト調調査査ごご協協力力ののおお願願いい

市民の皆さまにおかれましては、平素より常陸太田市議会議員の活動に、ご理解

ご協力いただき厚くお礼申し上げます。

常陸太田市議会では、現在、議員定数及び報酬のあり方について特別委員会を設

置し協議しています。

この度、本件について市民の皆さまからご意見を伺い、今後の協議の参考とさせ

ていただくため、市民アンケート調査を実施することといたしました。

本アンケート調査の趣旨をご理解いただき、何卒ご協力いただきますようお願い

いたします。

令和７年５月

常陸太田市議会議長 高星 勝幸

〇常陸太田市議会議員定数等調査特別委員会

委員長：茅根 猛 副委員長：髙木 将

委 員：成井小太郎 深谷秀峰

森山一政 鴨志田悟

【【アアンンケケーートトごご回回答答ににああたたっっててののおお願願いい】】

① アンケート回収方法（回収箱・ ）

裏面のアンケート用紙にご記入の上、市市役役所所本本庁庁（１階総合案内又は４階

議会事務局）、各各支支所所地地域域振振興興課課、生生涯涯学学習習セセンンタターー、交交流流セセンンタターーふふじじ、

水水府府総総合合セセンンタターー、里里美美文文化化セセンンタターーに設置してあるアンケート用紙回収

箱にお入れいただくか、ファックス（ ）で送信してくださ

い。

② アンケート回収方法（ コード）

ウェブ上でのご回答も可能です。スマートフォンから ココーードドを読み取

ってご回答ください。なお、フィーチャーフォン（ガラケー）は対応して

おりませんのでご了承ください。

※ウェブでご回答いただいた場合は、本用紙での回答は不要です。

※ご回答は、令令和和７７年年６６月月３３００日日（（月月））までにお願いいたします。

（お問い合わせ先）

常陸太田市議会事務局 電話： （内線 ・ ）

：
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常陸太田市議会議員定数及び報酬等に関するアンケート

下下記記のの問問いいににつついいてて、、該該当当すするる□□にに✓✓印印又又はは意意見見等等をを記記載載ししててくくだだささいい。。

ははじじめめにに、、回回答答すするる方方のの年年齢齢等等ををおお聞聞かかせせくくだだささいい。。

年 齢 □ 代 □ 代 □ 代 □ 代 □ 代 □ 代以上

お住まい □常陸太田地区 □金砂郷地区 □水府地区 □里美地区

問問１１ ああななたたはは何何人人のの市市議議会会議議員員をを知知っってていいまますすかか。。

□ 人 □ ～ 人 □ ～ 人 □ 人以上

問問 ああななたたがが身身近近にに感感じじるるとと思思うう市市議議会会議議員員はは何何人人いいまますすかか。。

□ 人 □ ～ 人 □ ～ 人 □ 人以上

問問 常常陸陸太太田田市市のの議議員員定定数数はは、、市市町町村村合合併併後後のの平平成成 年年 人人口口約約 人人 がが

人人でで、、そそのの後後複複数数回回見見直直ししががあありり、、令令和和 年年（（人人口口約約 人人））にに

人人ととななりり現現在在にに至至っってていいまますす。。ここのの定定数数ににつついいてて、、ああななたたははどどうう思思いいまますすかか。。

□多い □適当 □少ない □分からない

問問 問問３３のの選選択択肢肢をを選選んんだだ理理由由ににつついいてておお聞聞かかせせくくだだささいい。。

問問 常常陸陸太太田田市市のの議議員員報報酬酬はは、、平平成成１１２２年年以以降降、、月月額額 円円でで変変更更ははさされれ

てていいまませせんん。。議議員員報報酬酬はは各各自自治治体体がが独独自自にに定定めめてておおりり、、そそのの決決めめ方方ににはは基基準準はは

あありりまませせんんがが、、ああななたたははどどののよよううなな基基準準ににももととづづきき決決めめるるべべききだだとと思思いいまますすかか。。

□市職員の給与を基準とする

□他市との比較

□財政状況

□その他（ ）

問問 問問５５のの選選択択肢肢をを選選んんだだ理理由由ににつついいてておお聞聞かかせせくくだだささいい。。

問問 議議員員定定数数及及びび報報酬酬にに関関ししててごご意意見見等等ががああれればばおお聞聞かかせせくくだだささいい。。

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。
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